
・平成30年6月20日発行
・新庄村のホームページ　http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

・〒717－0201 岡山県真庭郡新庄村役場総務企画課 ☎(0867)56－2626 FAX56－2629 ・冨士印刷㈲印行

立
ち
上
が
ろ
う　
み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.436 の里 新庄

■人口動態■
平成30年5月31日現在

（  ）内は先月比
男………446人(－1）
女………498人(－1）
計………944人(－2）
世帯数…388戸(±0）
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「
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
は
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
4
0
5
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
８

参加率90.1％。
対戦相手の秋田県藤里町にみごと勝利しました!!



　

６
月
３
日
（
日
）
、
地
震
災
害
を
想

定
し
た
新
庄
村
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
住
民
の
方
、
村

職
員
、
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
総
勢
で

４
８
０
名
で
し
た
。

　

９
時
５
分
の
避
難
勧
告
の
告
知
放
送

に
よ
り
各
地
区
の
皆
さ
ん
に
避
難
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
電
話
の
利
用
が
で
き
な
い

状
況
を
想
定
し
、
区
長
さ
ん
の
確
認
の

後
、
消
防
団
に
よ
る
区
長
さ
ん
か
ら
の

情
報
の
聞
き
取
り
、
消
防
団
幹
部
に
よ

る
無
線
で
の
情
報
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
に
お
い
て
緊
急
放
送
及

び
災
害
時
の
集
合
場
所
に
関
し
て
の
確

認
と
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
時
か
ら
は
消
防
団
の
訓
練
と
し
て
、

真
庭
消
防
本
部
美
新
分
署
に
よ
る
救
急

救
命
及
び
応
急
処
置
の
指
導
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
か
ら
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

訓
練
開
催
に
あ
た
り
、
関
係
各
団
体

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
参
加
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
万
が
一
に
備
え
日
頃
の
準
備
を

万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
  

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）
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総
合
防
災
訓
練
実
施

　

５
月
30
日
（
水
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
２
０
１
８
（
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団

主
催
）
が
全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
前
６
時
か
ら
の
「
早
朝
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
で
は
４
０
５
名
、
「
村
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
は
村
内
外
か

ら
２
４
４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
保
育

所
、
小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
行
事
前

の
時
間
や
休
み
時
間
を
使
っ
て
体
操
や

運
動
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
天
気
が
段
々
と
悪
く
な
り
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
始
と
と
も
に

雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
小

雨
に
な
り
、
そ
の
後
は
曇
り
の
ま
ま
、

無
事
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
咲
蔵
家
．
（
ま
ち
づ
く
り
新

庄
村
）
に
設
置
し
て
い
る
「
や
ま
ち
ゃ

り
」
（
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
な
ど
）

の
使
用
料
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
合
わ

せ
て
無
料
と
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
企

業
や
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
名
簿
を
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
種
目
以
外
に
も
「
運
動

し
ま
し
た
」
と
連
絡
を
く
だ
さ
る
村
民

の
方
も
増
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
終
了

時
間
の
午
後
９
時
ま
で
に
新
庄
村
で
運

動
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
村
内
外

合
わ
せ
て
８
５
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
率
は
、
９
０
・
１
％
と
な
り
、

参
加
率
が
高
か
っ
た
地
区
は
、
滝
の
尻
、

二
つ
橋
、
浦
手
の
３
地
区
で
し
た
。

　

今
年
の
対
戦
相
手
で
あ
っ
た
秋
田
県

藤
里
町
の
参
加
率
は
、
８
６
・
５
％
で

し
た
の
で
、
対
戦
は
新
庄
村
が
勝
利
し

ま
し
た
。

　

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
お
住
ま

い
の
地
区
よ
り
遠
い
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
ま
で
歩
い
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

勝
敗
や
参
加
率
を
競
う
こ
と
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
の
取
組
で
す
が
、
村
民
の

皆
様
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け

に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

準
備
、
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

      

（
教
育
委
員
会　

前
田
）

　

５
月
25
日(

金)

〜
27
日(

日)

の
３
日
間
、

北
海
道
音
威
子
府
村
を
会
場
に
「
小
さ

な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
北
海
道
音
威
子

府
村
、
福
島
県
桧
枝
岐
村
、
山
梨
県
丹

波
山
村
、
和
歌
山
県
北
山
村
、
新
庄
村
、

高
知
県
大
川
村
、
熊
本
県
五
木
村
の
７

村
が
集
ま
っ
て
開
催
し
、
各
村
の
地
域

振
興
の
取
組
な
ど
を
共
有
し
、
新
た
な

視
点
か
ら
村
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
「
小
さ

な
村
で
で
き
る
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
会
式
後
に
は
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
「
里
山
資
本
主
義
」
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
８

第
３
回
小
さ
な
村

　
　
　
　
　
　

ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト



　

５
月
16
日
（
水
）
新
庄
村
公
民
館
に

お
い
て
「
新
庄
村
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
総
会
」
が
開
催
さ
れ
前
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
監
査
報
告
、

今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
な
ど

が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
点
実
施
事
項
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア

ン
ト
マ
ト
や
に
ん
じ
ん
等
の
モ
デ
ル
ほ

場
で
の
栽
培
、
土
壌
分
析
と
施
肥
設
計

に
加
え
、
太
陽
熱
養
生
処
理
の
推
進
な

ど
有
機
農
産
物
の
栽
培
技
術
の
普
及
指

導
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
有
機
栽
培
講
習
会
を
始
め

講
習
会
・
研
修
会
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

広 報 新 庄 第436号平成30年6月20日発行（3）

著
作
者
で
あ
る
藻
谷
浩
介
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
中
、
「
新
庄
村

の
０
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
総
数
は
ほ
と

ん
ど
減
っ
て
お
ら
ず
、
自
治
体
と
し
て

の
努
力
が
分
か
る
」
と
の
話
も
あ
り
ま

し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
７
村
全
て
の
村
に
よ

る
教
育
分
野
の
事
業
の
発
表
が
行
わ
れ
、

新
庄
村
は
沢
塾
及
び
キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー

ル
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
に

基
づ
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

及
び
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
庄
村
の
参
加
は
行
政
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
村
民
の
参
加
も
い
た
だ
き
、

様
々
な
地
域
の
方
と
の
間
で
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
道
内
で
臼
を
手
配
し
、
村
の
紹

介
の
一
つ
と
し
て
４
人
搗
き
を
実
施
し

ま
し
た
。
餅
の
上
に
音
威
子
府
村
産
の

行
者
ニ
ン
ニ
ク
と
味
噌
の
和
え
物
を
の

せ
て
参
加
者
に
提
供
し
、
サ
ミ
ッ
ト
を

盛
り
上
げ
る
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
「
現
状
の
困
難
に
立

ち
向
か
う
た
め
、
７
つ
の
村
が
お
互
い

を
知
り
、
情
報
交
換
す
る
中
か
ら
共
有

化
し
、
相
互
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
協
力
す
る
」
と
す
る
共
同
宣
言
を
採

択
し
、
サ
ミ
ッ
ト
を
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
和
歌
山
県
北
山
村
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  (

総
務
企
画
課　

千
葉)

　

５
月
30
日
、
島
根
県
出
雲
市
で
平
成

30
年
度
中
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
中
国
地
区
５
県
か
ら
１
０

３
の
道
の
駅
と
設
置
自
治
体
の
市
町
村
、

国
土
交
通
省
、
各
県
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
第
一
部
と
し
て
、
29
年
度
の
活
動

報
告
と
決
算
報
告
、
30
年
度
の
活
動
計

画
と
予
算
計
画
の
審
議
、
役
員
改
選
、

新
規
「
道
の
駅
」
の
登
録
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡

会
よ
り
、
「
道
の
駅
」
に
関
す
る
情
報

提
供
の
後
、
中
国
五
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
が
「
道
の
駅
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
新

庄
村
は
岡
山
県
代
表
と
し
て
、
４
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
が
い

せ
ん
桜
新
庄
宿
」
に
つ
い
て
、
設
置
者

の
小
倉
村
長
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
後
は
、
発
表
者
が
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
「
道
の
駅
相
互
及

び
観
光
地
と
の
周
遊
性
を
高
め
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
活
動
は
、

「
道
の
駅
」
関
係
者
の
資
質
向
上
に
向

け
た
各
種
研
修
会
、
ス
タ
ン
プ
ブ
ッ
ク

等
の
発
行
に
よ
る
広
報
活
動
な
ど
幅
広

い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に

「
道
の
駅
」
に
関
す
る
意
見
や
苦
情
な

ど
も
随
時
受
付
、
利
用
者
の
方
々
に
喜

ば
れ
る
道
の
駅
づ
く
り
の
総
合
窓
口
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

 　
　
　
　

 

（
産
業
建
設
課　

石
藤
）

新
庄
村
有
機
農
業

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
総
会

中
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

　
　
　
　
　
総
会
で
事
例
発
表



　

６
月
２
日
（
土
）
広
戸
キ
ャ
ン
プ
場

跡
地
に
て
「
ト
ヨ
タ
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ェ

ス 

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
が

企
画
し
山
陽
新
聞
社
が
主
催
を
し
て
い

る
も
の
で
、
ト
ヨ
タ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
「
ア
ク
ア
」
に
ち
な
ん
で
、
全
国

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
美
し
い
水

や
水
源
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
庄
村
で
の
開
催
は
今
回
が
８
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
家
族
連
れ
な
ど
約
90
名
が
広

戸
キ
ャ
ン
プ
場
跡
地
で
水
路
の
泥
上
げ

や
、
花
壇
・
階
段
・
ベ
ン
チ
の
設
置
を

行
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
昼
食
後
、

森
の
中
に
完
成
し
た
秘
密
基
地
に
集
ま

り
、
大
人
も
子
ど
も
も
笑
顔
で
記
念
写

真
に
お
さ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

  　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）
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平
成
31
年
度
か
ら
の
小
中
一
貫
教
育

校
移
行
に
向
け
、
地
域
、
保
護
者
及
び

学
校
関
係
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
小
中
一
貫

校
と
な
る
よ
う
、
準
備
を
円
滑
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
推
進
協
議
会
を
５

月
18
日
（
金
）
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域

の
代
表
者
、
保
護
者
・
各
種
団
体
を
代

表
す
る
者
、
教
育
関
係
者
な
ど
10
名
で
、

会
長
に
柴
原
中
学
校
長
、
副
会
長
に
行

安
小
学
校
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
先
進
校
視
察
を
含
め
、
７
回
の
会

議
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
の
推
進
協
議
会
で
は
、
小
中

一
貫
教
育
の
概
要
に
つ
い
て
国
・
県
の

動
向
や
新
庄
村
で
小
中
一
貫
教
育
を
行

う
意
味
な
ど
、
柴
原
会
長
（
中
学
校

長
）
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

広
島
県
廿
日
市
市
か
ら
前
宮
島
学
園
の

校
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
新
庄
中
学

校
と
の
交
流
活
動
に
お
い
て
も
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
宮
園
小
学
校
長 

小
松

葉
子
先
生
か
ら
、
「
小
中
一
貫
教
育
先

進
校
の
取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
携
わ

れ
た
経
験
か
ら
大
変
参
考
に
な
る
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
中
で
も
、
「
小

中
一
貫
教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

行
う
も
の
。
小
学
校
が
中
学
校
が
と
い

う
考
え
は
い
ら
な
い
。
９
年
の
義
務
教

育
が
終
わ
る
と
き
、
ど
ん
な
子
ど
も
に

し
た
い
か
、
小
中
一
貫
教
育
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
系
統
的
な
教
育
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
い
う
お
言
葉
は
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
、
印
象
的
で
し
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
目
指
す
に
あ
た
り
、

学
校
関
係
者
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
も
含
め
て
新
庄
村
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
７
〜
８
月
に
か
け
て
地
域
説

明
会
を
予
定
し
て
お
り
、
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
庄
っ
子
に
つ
け
た
い
力

  

☆
確
か
な
学
力

  

☆
し
な
や
か
な
心

  

☆
思
い
や
り
の
心

  

☆
健
や
か
な
体

  

☆
規
範
意
識

　
　

  　
　

    

（
教
育
委
員
会　

山
田
）

ト
ヨ
タ
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
　
　
　

フ
ェ
ス 

２
０
１
８

新
庄
村
小
中
一
貫
教
育

　
　

推
進
協
議
会　

立
ち
上
げ

　

５
月
28
日
（
月
）
、
メ
ル
ヘ
ン
の
里

愛
ガ
モ
稲
作
の
会
よ
り
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
新
庄
小
学
校
３
・
４
年
生
が
ア
イ

ガ
モ
の
ヒ
ナ
の
進
水
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

稲
作
の
会
の
方
々
よ
り
、
ア
イ
ガ
モ

農
法
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

１
人
１
羽
ず
つ
持
た
せ
て
も
ら
い
、
田

ア
イ
ガ
モ
進
水
式



ふる里基金事業について、平成２９年度の状況をお知らせします
平成16年度の事業開始から平成29年度末までの寄附総額は次のとおりです。

　平成29年度は、全国各地から6,345件の寄附をいただきました。寄附をしていただいた方は、新庄村

のホームページで公表しています。

　（新庄村ホームページURL：http://www.vill.shinjo.okayama.jp/index.php?id=253）

①教育振興と子育て環境の整備に関する事業  

②ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業   

③福祉の村づくりに関する事業

④新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業 

⑤環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業 

　その他指定なし    

　　　　　　　　　　　　合計

2,354件

820件

398件

234件

340件

2,199件

6,345件

214,224,000円

72,111,915円

34,755,000円

19,009,000円

26,695,000円

206,527,000円

573,321,915円

事業分野
平成29年度

件数 金額

4,696件

2,126件

931件

761件

864件

4,762件

14,140件

301,739,530円

107,193,915円

54,436,000円

31,740,000円

39,386,000円

307,688,368円

842,183,813円

件数 金額

累計

①教育振興と子育て環境の整備に関する事業 新庄っ子人材育成事業（キュリオスクール）、
放課後子ども教室、英会話教室等

47,300,000円

②ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業 林業再生の調査研究、大山隠岐国立公
園の管理経費、民有林の管理経費等

13,600,000円

③福祉の村づくりに関する事業 社会福祉協議会補助金、柔道整復師に
よる施術、老人クラブ活動補助金等

59,500,000円

④新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関　
する事業

出雲街道景観保存、がいせん桜及び河
川公園景観保存

22,600,000円

⑤環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業
源流域野菜の販売促進、有機農業技術
の普及活動、ひめのもち出荷補助

5,000,000円

事業分野 平成29年度　事業内容 平成29年度
取崩額

ん
ぼ
に
放
し
ま
し
た
。
元
気
よ
く
泳
い

で
行
く
姿
を
見
て
、
子
ど
も
達
は
「
か

わ
い
い
」
「
毛
が
ふ
か
ふ
か
し
て
い
た｣

「
足
の
力
が
強
か
っ
た
」
な
ど
色
々
な

な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
ん
ぼ
の
虫
を
食
べ
て
く
れ

る
こ
と
、
足
を
バ
タ
バ
タ
し
て
泳
ぐ
こ

と
に
よ
り
、
水
が
濁
っ
て
雑
草
が
生
え

に
く
く
な
る
こ
と
、
糞
も
肥
料
に
な
る

こ
と
な
ど
、
色
々
な
事
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
積
極
的
に

質
問
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

か
わ
い
い
ア
イ
ガ
モ
た
ち
の
姿
を
見

な
が
ら
、
泳
ぐ
方
向
に
一
緒
に
走
っ
て

い
っ
た
り
、
手
を
た
た
い
て
呼
ん
で
み

た
り
と
お
別
れ
が
惜
し
い
３
・
４
年
生

で
し
た
。

　

い
つ
も
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
・
ご

支
援
に
よ
り
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
る

事
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

     　
　
　

 

（
教
育
委
員
会　

多
久
間
）
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これまでの事業実施により、平成29年度末で基金残高は、304,790,772円となっています。

また、本基金を次の事業に役立てています。
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お

ら
知

せ

年  

金  

相  

談

　

７
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
　
時

　

７
月
12
日(

木) 　

10
時
〜
12
時

　
　

    　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

７
月
26
日(

木) 　

10
時
〜
12
時

　
　
　

 　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所  

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室  　
　

　

 

0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
０  

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

　
　

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前
日

　

ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本
人

　

確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険
証
な

　

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

  

（
住
民
福
祉
課　

山
田
） 

平
成
30
年
度

和
牛
入
門
講
座
受
講
生

募
集〈
参
加
費
無
料
〉

　

あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す
！

　

お
か
や
ま
で
和
牛
を
飼
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？　

目
的
・
内
容

　
　

和
牛
繁
殖
経
営
を
始
め
る
に
あ
た
っ

　

て
の
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る
よ

　

う
、
基
礎
講
義
や
牧
場
体
験
実
習
、

　

市
場
視
察
等
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
対
象

　
　

和
牛
の
飼
養
に
興
味
が
あ
り
、
将

　

来
岡
山
県
で
就
農
・
新
規
参
入
を
希

　

望
し
て
い
る
方
、
10
名　

程
度
。

開
講
日
時　

　

第
１
回
目
（
全
４
回
）

　

平
成
30
年
８
月
25
日
（
土
）

　

10
時
〜
15
時

　

久
米
郡
美
咲
町

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畜
産
研
究
所

申
込
書
請
求
・
申
込
み

お
問
い
合
わ
せ
先

（
一
社
）
岡
山
県
畜
産
協
会

　
　
　
　
　

経
営
支
援
部
経
営
対
策
班

  　
　
　

０
８
６―

２
２
２―

８
５
７
５

　
　
　
　

h
ttp
://o
k
a
y
a
m
a
.lin
.g
r.jp

      　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

植
木
）

　

村　

県　

民　

税
（
１
期
）

　

国　
　

保　
　

税
（
１
期
）

　

介

護

保

険

料
（
１
期
）

　
　

納
期
限　

７
月
２
日
（
月
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

（
住
民
福
祉
課　

山
田
） 

《
戸
籍
の
動
き
》

６
月
の
納
税

区 分
村 　 内

4月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

0

0

0

0

0件

0人

0人

0人

17

0

2

20

42件

0人

3人

49人

本年の累計 4月期 本年の累計

真庭市内

事

故

４月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　山本）

五
月
晴
視
野
の
限
り
の
空
仰
ぐ
　
　
　
　
樋
口
　
正
直

浮
気
猫
色
の
違
う
た
仔
を
四
匹
　
　
　
　
峠
下
　
　
巌

雨
降
り
も
た
ま
に
は
ゆ
っ
く
り
春
炬
燵
　
兵
江
　
道
子

緑
雨
幸
多
か
れ
と
花
嫁
に
　
　
　
　
　
　
三
鴨
　
浩
子

一
木
の
影
そ
の
ま
ま
に
残
る
霜
　
　
　
　
渡
邉
　
算
人

今
月
の
俳
句ち

ご

し
ひ
き

い
ち
ぼ
く

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）



　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
含
ま
れ
て
い
る
主
な

食
材
に
は
、
キ
ノ
コ
類
と
魚
介
類
（
し

ら
す
、
い
わ
し
、
鮭
、
さ
ん
ま
）
が
あ

り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
・
リ
ン
の
吸
収
を
促
進
、
骨
の
形
成

の
促
進
、
細
胞
の
形
成
を
促
進
す
る
３

つ
の
働
き
が
主
に
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
化
合
物
名
を
「
カ
ル
シ

フ
ェ
ロ
ー
ル
」
と
言
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
不
足
す
る
と
「
骨
軟
化
症
や
骨

粗
鬆
症
」
の
リ
ス
ク
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
不
足
の
原
因
と
し
て

は
、
日
照
量
の
少
な
い
地
域
や
紫
外
線

遮
断
化
粧
品
の
常
用
等
の
「
紫
外
線
不

足
」
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
組

み
は
、
ビ
タ
ミ
ン
に
は
、
プ
ロ
ビ
タ
ミ

ン
と
呼
ば
れ
る
未
完
成
な
状
態
が
存
在

し
ま
す
。
き
の
こ
類
や
人
の
皮
膚
に
は

こ
の
未
完
成
な
プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
紫
外
線
を
照

射
す
る
こ
と
に
よ
り
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
生

成
さ
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
働
き
を

す
る
た
め
に
は
、
紫
外
線
は
欠
か
せ
ま
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お
元
気
で
す
か
？

 

「
紫
外
線
も
必
要
!?

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
働
き
」

せ
ん
。

　

し
い
た
け
は
干
し
た
も
の
を
使
っ
た

り
、
日
焼
け
対
策
の
紫
外
線
予
防
は
適

度
に
行
い
、
紫
外
線
に
あ
た
る
時
間
も

設
け
る
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
に
な

る
と
骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
は
自
然
と
あ

が
っ
て
き
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
で

な
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
し
て
骨
の

形
成
を
促
進
し
て
く
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

も
一
緒
に
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

  

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）

　

児
童
手
当
受
給
の
た
め
に
は
、
６
月

中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
児
童
が
お
ら
れ

る
ご
家
庭
に
は
、
現
況
届
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
役

場
住
民
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象

　

中
学
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

　

い
る
方

支
給
額

　

３
歳
未
満　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

　

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

１
万
円

　

※

第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円

　

中
学
生　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

支
給
時
期

　

毎
年
６
月
、
10
月
、
２
月

認
定
請
求

　
　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
り
、
転
入

　

し
た
と
き
は
、
新
庄
村
役
場
に
「
認

　

定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　

※

公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
に
申

　
　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
物

　

認
定
請
求
書
（
役
場
に
あ
り
ま
す
）

　

健
康
保
険
証
の
写
し

　

所
得
証
明
書

　

銀
行
口
座
の
わ
か
る
も
の

　
　
　
　
　

  

（
住
民
福
祉
課　

杉
井
）

児
童
手
当
の
ご
案
内

　

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
一

週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

女
性
の
参
画
を
推
進
し
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
に
男
性
も
女
性
も
親
し
み
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
テ
ー
マ
に
、
「
走
り
出
せ
、
性
別
の

ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、
今
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
必
要
で

す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　

  

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

男
女
共
同
参
画
週
間
に
つ
い
て

募
集
種
目

　

▼
自
衛
隊
航
空
学
生

　

▼
一
般
曹
候
補
生

　

▼
航
空
学
生

受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
31
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
方

　

航
空
学
生
は
、
高
卒
（
見
込
含
）
で

海
上
要
員
は
23
歳
未
満
の
方
、
航
空
要

員
は
21
歳
未
満
の
方

受
付
期
間  

７
月
１
日
〜
９
月
７
日
必
着

試
験
日

　

▼
自
衛
隊
航
空
学
生

　
　
　
　
　
　
　

  

９
月
中
旬
か
ら
下
旬

　

▼
一
般
曹
候
補
生
１
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

９
月
21
〜
23
日

　

▼
航
空
学
生
１
次　
　
　

  

９
月
17
日

応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛

隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　

津
山
出
張
所

　
　
　

  

０
８
６
８―

２
２―

５
６
３
７

陸
・
海
・
空
　
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
衛
省
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後期高齢者医療制度の
　保険料率が変更になります
　平成30年度から後期高齢者医療保険の保険料率が変更になります。

保険料率は、２年ごとに見直すもので、岡山県内均一となります。

　また、保険料は被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得

割額」の合計となります。

○保険料の軽減措置

【均等割額軽減の基準】

　所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて保険料の「均等割額」が軽減されます。

※軽減の判定は、賦課期日現在で行われます。
※軽減判定の際には、基礎控除（33万円）はありません。
※所得が公的年金の場合は、総所得金額から年金所得の範囲内で、最大15万円を控除し判定します。
※軽減判定時の総所得金額等では、専従者控除、土地・建物等の譲渡所得の特別控除は適用されません。
※世帯主及びその世帯の被保険者に所得の不明な方がいる場合は、基準に該当するかどうか判定できないため、軽減が適
　用されません。

一人当たりの保険料

（限度額62万円）

均等割額

46,600円

所得割額

（所得－33万円）×9.17％（所得割率）
＋＝

世帯主及びその世帯の被保険者の合計総所得金額等が下記の金額以下の世帯軽減割合

33万円（基礎控除額）を超えない世帯で、被保険者全員の所得（年金の所得
控除額は80万円として計算）が０円

９割軽減

33万円（基礎控除額）8.5割軽減

33万円（基礎控除額）+27.5万円×被保険者数５割軽減

33万円（基礎控除額）+50万円×被保険者数２割軽減

問い合わせ先：新庄村役場住民福祉課　　　　　TEL：0867-56-2646
　　　　　　　岡山県後期高齢者医療広域連合　TEL：086-245-0090

（75歳以上の方が対象です）

○岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料（平成30・31年度）年額

県北学生等就活応援フェア２０１９面接会の開催について

日　　  時　　７月５日(木)　　13時30分～16時 事前申込は不要です。

場　　  所　　津山総合体育館　津山市山北669

参　　  加　　津山・真庭・美作地域事業所(約60社予定)　

参 加 費　　無料

お問合せ先　　ハローワーク津山　求人企画部門 

主　　  催　　ハローワーク津山(美作)・津山地区雇用開発協会

　　　　　　　 TEL　0868―35―2675

平成31年３月新規大学等（大学・短大・高専・専修）卒業予定者を含む35歳以下の就

職希望者やIJＵターン就職希望者を対象とした就職面接会を開催します。



北部高等技術専門校　訓練生募集のお知らせ

募集科(定員)　エクステリア科（10人）

　　　　　　　OA事務科（20人）

　　　　　　　ケアサービス科（20人）

募 集 期 間　平成30年６月18日(月)～平成30年８月21日(火）

訓 練 期 間　平成30年10月３日(水)～平成31年３月15日(金）

　　　　　　　（6か月間）

選考試験日　平成30年９月６日(木)【面接予備日】７日(金）

合格発表日　平成30年９月14日(金）

訓 練 場 所　津山市川崎953　県立北部高等技術専門校

受　講　料　無料（教材費などは別途必要）

対　象　者　求職中の方

申 込 方 法　ハローワークまたは北部高等技術専門校に備え付けの願書に必要事項を記入し、

　　　　　　  ハローワークへ提出

お問合せ先　TEL　0868－26－1125（専門校）まで

広 報 新 庄 第436号平成30年6月20日発行（9）

新庄村職員採用試験を実施します

平成30年10月採用

試験職種

一般事務（初級）

保　健　師

採用予定人員

若干名

1名

受験資格

昭和58年４月２日以降に生まれ、平成30

年３月までに高等学校を卒業した人

昭和58年４月２日以降に生まれ、保健師の免
許を持つ人

試 験 日　７月22日（日）　　試験会場　　新庄村役場
受付期間　６月11日（月）～６月29日（金）
試験案内、申込書の配布場所　
　　　　　新庄村役場総務企画課
　　　　　新庄村のホームページから
　　　　　ダウンロードできます
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平
成
30
年
度
第
１
回
理
事
会
を
５
月

31
日
に
開
催
し
、
平
成
29
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
き
、
原
案
も
通
り
、
可
決
承
認

し
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

広 報 新 庄 第436号平成30年6月20日発行（11）

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

社
協
理
事
会
開
催

　

５
月
16
日
に
よ
も
ぎ
餅
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
季
節
外
れ
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
、
保
育
所
園

児
は
不
参
加
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
園
児
の
み
ん
な
が
事
前
に
摘
ん
で

く
れ
た
よ
も
ぎ
を
使
っ
て
、
杵
と
臼
で

お
餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。
利
用
者
の

方
々
の
声
援
の
中
、
男
性
ス
タ
ッ
フ
４

人
の
息
の
あ
っ
た
力
強
い
餅
つ
き
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
き
れ
い
な
緑
色
の
、

粘
り
の
あ
る
お
餅
が
つ
き
あ
が
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
切
り
手
と
も

み
手
で
大
活
躍
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の

美
味
し
そ
う
な
お
餅
が
完
成
し
、

「
や
っ
ぱ
り
新
庄
の
お
餅
は
美
味
し
い

な
ぁ
」
と
言
い
な
が
ら
食
べ
ら
れ
ま
し

た
。
新
庄
産
の
よ
も
ぎ
と
ひ
め
の
餅
で

作
っ
た
よ
も
ぎ
餅
は
最
高
に
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

よ
も
ぎ
を
採
っ
て
く
れ
た
保
育
所
の
皆

様
、
お
餅
つ
き
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

お
ば
こ
の
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

５
月
１
日
〜
５
月
31
日

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　
　

石
藤　

延
史　

様　
　

　
　
　
　
　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
も
ぎ
餅
交
流
会

　

気
温
も
上
が
り
、
屋
外
活
動
の
時
間

帯
を
調
整
す
る
な
ど
、
各
自
熱
中
症
対

策
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
必
要
な
一
日
の
水
分
摂
取

量
は
１
．
５
〜
２
リ
ッ
ト
ル
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
水
分
摂
取
で
き
て
い
る
と

言
わ
れ
る
方
も
、
今
一
度
摂
取
量
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　１

日　

第
１
回
女
性
部
会　

  

（
４
名
）

15
日　

緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　

  

（
草
取
り
／
女
性
部
６
名
）

17
日　

平
成
30
年
度
通
常
総
会
及

　
　
　

び
第
１
回
研
修
会　

  

（
20
名
）

　
　
　

懇
親
会　
　
　
　
　

  

（
12
名
）

28
日　

ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
　

  

（
畝
作
り
／
女
性
部
５
名
）

29
日　

ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
　

  

（
芋
苗
植
／
女
性
部
６
名
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

　
社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
‐
2
0
0
1

　
　
　

緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　

  

（
花
苗
植
／
女
性
部
６
名
）

５
月
の
活
動
状
況

　

５
月
17
日
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
、
村
長
・
公
民
館
長(

教
育
長)

を
始
め

６
名
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
・

監
査
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
第
１
回
研
修
会
で
は
、

駐
在
所
連
佛
様
・
シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ

サ
ポ
ー
タ
ー
香
山
様
よ
り
高
齢
者
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
高
齢
者
が
関
連
す
る
事
故
は
多

発
し
て
い
ま
す
。
反
射
神
経
や
運
動
能

力
な
ど
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低

下
を
自
覚
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
原
因

の
一
つ
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
・

運
転
に
集
中
す
る
・
斜
め
横
断
は
し
な

い
・
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
日

頃
か
ら
一
人
ひ
と
り

が
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

交
通
安
全
協
会
に

よ
る
交
通
安
全
教
室

は
、
２
〜
３
人
の
少

平
成
30
年
度
通
常
総
会

　
　

及
び
第
１
回
研
修
会

人
数
か
ら
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
そ
う

で
す
。
各
単
位
ク
ラ
ブ
で
も
実
施
を
検

討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
部
で
は
、
今
年
も
さ
つ
ま
い
も

作
り
で
保
育
園
児
と
の
交
流
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

春
は
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
で
す
。

計
画
し
て
い
た
５
月
29
日
、
あ
い
に
く

の
雨
で
交
流
は
中
止
と

な
り
、
延
期
の
調
整
も

か
な
わ
ず
女
性
部
員
だ
け

で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
園
児
と
の
交
流
事
業

　

女
性
部
で
は
、
多
目

的
施
設
前
花
壇
に
て
緑

と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
、
春
の
苗
植
作
業
を
し
ま
し

た
。
日
々
草･

サ
ル
ビ
ア･

ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
色

と
り
ど
り
の
花
壇
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
日
（
午
前
）
老
連
会
長
杯

　
　
　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
日
（
午
後
）
公
民
館
長
杯

　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
日　

小
物
づ
く
り
教
室

17
日　

農
園
・
花
壇
作
業

緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

７
月
の
予
定

【
ご
寄
付
】
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再生紙を使用しています

（12）

　５月30日（水）に久世中学校で「真庭支部

学年別陸上競技大会」が開催されました。

新庄中学校では生徒全員がこの大会に出場す

ることになっており、５月18日のオリエン

テーションから、放課後の部活動の時間を

使って練習を続けてきました。

　３年生は「陸上オリエンテーションで気合

が入って、がんばりたいと思いました。」(生

活ノートより）という意気込みで、下級生を

リードし練習を引っ張っていきました。当

日、入場行進では、どこの選手団よりも堂々

と声も足並みもそろった行進を見せ、競技で

は自己ベスト記録の更新を果たした生徒がほ

とんどでした。お互いにしっかりと応援し合

い練習の成果を本番で発揮できました。

　また、陸上大会では競技の係も大切です。

スターティングブロックの撤去やハードルの

管理などの仕事を率先して引き受け、競技会

を支えてくれました。今後の生活でも、陸上

競技大会で学んだことを生かしてくれること

と思います。

　　　　　　　　　　（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより 小学校だより小学校だより
真庭支部学年別陸上大会
～自己新記録を目指して～

　５月16日（水）、全校で田植え体験をしま

した。

　田植えのために地域ボランティア４名にお

いでいただきました。さらに、今回は『田植

え唄』の方にその場で実演していただきまし

た。田植え歌のメンバーに小学生も多くお

り、三味線の音に合わせて楽しく踊っていま

した。

　裸足になって初めて入るときには「わー、

ぬるぬる！」「足が抜けない！」「気持ちえ

えなあ。」等大騒ぎでした。

　ボランティアの方に植え方を教えていただ

いたのですが、やはり高学年は上手でした。

中学年は高学年のやり方をよく見て植えるこ

とができていました。低学年は縦割り班の上

級生に教えてもらいながら丁寧に植えていま

した。

　秋の稲刈り、餅つきも楽しみです。

　今回も多くの方のお世話になりました。田

んぼの管理をしてくださる宍戸さん、田植え

を教えてくださったボランティアの方、田植

え唄の方、ありがとうございました。

　　　　　　　　　　（新庄小学校　岡田）

田植え体験
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